
 クイズの解説 

 第2回 副鼻腔炎 （2019年5月14日 日本経済新聞掲載） 

 ＜ 正解  Ⅱ  ①～④ ＞ 

副鼻腔とは、鼻の穴とつながっている左右一対の4つの小さな空洞（①～④）を指します。 

ウイルスや細菌などによる鼻腔の炎症がこれらの空洞に広がると、副鼻腔炎を起こします。 

なお、炎症の起こる部位によって、同じ副鼻腔炎でも異なる症状を伴います。 

 

 
とくに ④上顎洞は、炎症時に膿がたまりやすく、慢性副鼻腔炎（蓄膿症）になりやすい部位です。 

副鼻腔 

①前頭洞：額の痛み 

鼻みずは、細菌やウイルスなどを洗い流すための防護反応です。鼻みずが黄色く(膿の色)なるのは、細菌やウイルスなどを 

攻撃した白血球の死骸や免疫細胞が含まれているからです。鼻みずを鼻腔にたまったままにしておくと炎症の原因になるため、

鼻みずは決してすすらず、こまめにかんで、鼻の中の清潔を保つようにしましょう。部屋の湿度を高めたり、蒸しタオルを鼻に 

あてることで、鼻みずが排出しやすくなります。 

②蝶形骨洞：頭重感 ③篩骨洞：目の痛み ④上顎洞：頬・歯の痛み 

「健やか情報」ページに戻る トップページに戻る 

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
https://www.takata-seiyaku.co.jp/

